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「遠く離れていても」
（放蕩息子の帰還）

（ルカ15：20b～24）

挽地茂男
2019.7.14 日本基督教団千歳丘教会

先々週からルカによる福音書の

１５章を読み始めました。初回に

は「失われた羊のたとえ」と「失

われた銀貨のたとえ」を読みまし

た。〈失われた〉

と 訳 さ れ て い る

〈アポリューミ〉

という言葉はもと

もと「滅びる」と

か「死ぬ」という

意味の言葉です。

羊飼いと羊の群れ

から〈失われた羊〉

は単独では自分の

身を守ることも出来ず、野獣に襲

われる可能性もあり放っておけ

ば、実質においてすでに死んでし

まったも同然なのです。また持ち

主の手から〈失われた銀貨〉が、

そのまま放置されれば、本来の用

途からすれば機能上は死んでしま

ったも同然の単なる物なのです。

放蕩息子の物語の前に語られる二

つのたとえ話は、失われた者、つ

まり、既に本質的に死んでしまっ

た者を憐れんで、ひたすら捜し出

す神さまの愛を語っているので

す。その愛が放蕩息子を立ち上が

らせることになるのです。

先週からその「放蕩息子」の物

語を読み始めました。放蕩息子の

帰還が３つのステップで描かれま

す。故郷から遠く離れた異邦人の

地で、放蕩三昧のあげく財産を使

い果たして、豚の世話をするとこ

ろまで身を持ち崩してしまった弟

息子は、まず第1に①我に返りま

す（eij" eJauto;n de;

ejlqw;n）。外国から

やって来て派手に

遊び回っていた若

者の噂はもう過去

のものになってい

ました。金銭を持

たない彼を相手に

する者は、誰もい

なくなっいたので

す。まるで群を離

れた一匹の小羊の

ようのひとりぼっ

ちで孤独でした。

しかし豚の餌でおなかを満たした

いと思うほどの飢えと困窮の中で

父を思い出した(想起した)ので
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す。父の家では、

雇い人たちも有り

余るほどのパンを

食べている。それ

は父が金持ちであ

ることを表わすだ

けでなく、父が誰

に対しても憐れみ

深く接する人間で

あることを暗示し

ています。彼の中に愛の記憶（想

起）が甦ってきたのです。そして

第２のステップです。

第２のステップで彼は、②立ち

上がります（ajnasta;"）。彼の意志

が行動に表われます。この「立ち

上がる」という言葉の名詞形〈ア

ナスタシス〉は復活を意味します。

人を再び立ち上がらせる力、人生

を再生させる力は、父の記憶、愛

の記憶の中にあったのです。〈失

われた者〉つまり、既に本質的に

〈死んでしまった者〉を、憐れん

で、ひたすら捜し出す神さまの愛

が放蕩息子を立ち上がらせるので

す。そして

その愛が、

罪人が悔い

改める前提、

あるいは根

拠なのです。

そして第３のステップは③父親

の許に行くことです。こうして弟

息子は父親の許に返ってきます。

先週、羊飼いが捜していたのは

「一匹の羊」ではなく「わたしの

羊」であると言いました。代わり

がいない羊です。また、女が捜し

ていたのも一枚の銀貨ではなく

「あの銀貨」なのです。他の銀貨

では駄目なのです。息子は「父の

ところでは」と語っていますが、

原文では「わたしの父のところで

は」です。「ここを立ち、父のと

ころに行って言おう」も「ここを

立ち、わたしの父のところに行っ

て言おう」なのです。息子が我に

返って気がついたことは、あの父

親は「わたしの父」であるという

ことです。自分の命の源としての

父です。その父なくして自分の命

など存在しないという意味での

「わたしの父」です。その父の許

では、雇い人たちも有り余るほど

のパンを食べている。

しかし、彼には、息子として父

の許へ帰ることができるとは思え

ません。「もう息子と呼ばれる資

格はありません」の「息子」も「あ

なたの息子」です。「もうあなた
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の息子と呼ばれる資格はありませ

ん」１８節以降の「息子」や「父

親」という言葉には、原文では「あ

なたの」とか「わたしの」という

言葉がついています。父と息子の

人格的な関係が強調されているの

です。弟は、父が自分にとってか

けがえのない存在であることに気

づいたのです。しかし、それはそ

の人格的な関係を、自分で捨てて

しまってからのことでした。

しかし、「彼はそこをたち、父

親のもとに行った」のでした。こ

の「父親のもとに行った」(h\lqen

pro;" to;n patevra eJautou) は原文で

は息子が「我に返った」とそっく

りの用語法をとっている、と先週

申し上げました。直訳すれば「彼

自身の父親の所に行った」となり

ます。「我に返る」を直訳すると

「自分自身のところに行く」でし

た。つまり「我に返る」とは言い

換えれば「自分の父の許に帰る」

ことなのです。けれども、その時

には最早――繰り返しますが――

父の息子である資格を失っている

のです。人間に与えられた自由が、

無思慮に誤って用いられた場合

に、もたらす結果は破壊的です。

それは、人間の歴史と経験が示す

現実です。

そのことに気付いた時、すべて

を諦めるか、それでも帰ろうとす

るか。それを左右するのは愛の記

憶です。主イエスが語った「失わ

れた羊」のたとえ(4-6節）と「失わ

れた銀貨」のたとえ(8-9節)は――

すでに言いましたように――人間

にはない神さまの愛を語っていま

す。どんな手間暇が掛かろうが捜

し出す愛、見つけた時には損失を

惜しまずに祝う愛、そういう愛で
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わたしたちは神に愛されているこ

とを、主イエスはファリサイ派の

人々や律法学者、また徴税人や罪

人たちに語りかけたのです。

愛の記憶が弟息子を動かしまし

た。２０節ａ「15:20 そして、彼

はそこをたち、父親のもとに行っ

た」のです。視点が帰還する息子

から、待つ父親へと移行します。

今日はこの父親に、焦点を合わせ

なければなりません。２０節ｂ。

「15:20…ところが、まだ遠く離

れていたのに、父

親は息子を見つけ

て、憐れに思い、

走り寄って首を抱

き、接吻した。」「憐

れに思い」とは「腸

がちぎれるような」

強い憐れみの情に

突き動かされて、

という意味です。

その思いに突き動

かされて、父親は

家の外に出て、息

子に走り寄ります。

ということは、こ

の父親は毎日窓辺に立って、「今

日は帰って来るか、今日は帰って

来るか」と外を見つめつつ待って

いたのです。息子が父を見つける

よりも前に、父は息子を見つけた

のですから。

ここで使われている「憐れむ」

という言葉〈スプランクニゾマイ〉

(splagcnivzomai)は、「同情する」

「憐れむ」と訳しますが、一般的

に「同情する」とか「憐れむ」と

いう意味で使われる言葉(エレエ

オ ー evlee,w や オ イ ク テ ィ ロ ー

oivkti,rw)とは違うニュアンスを持

った言葉です。この〈スプランク

ニゾマイ〉という言葉は、「内臓」、

すなわち腸や肝臓･腎臓などを指

す 名 詞 〈 ス プ ラ ン ク ノ ン 〉

（ splavncnon）に由来します。内

臓は人間の感情の座であると見な

されていたため、この言葉は「憐

れみ、愛」などの意に転化し、そ

れが動詞化したのです。この言葉

は福音書では、主イエスの愛を表

現するのに頻繁に使われます。そ

れは「真に相手に寄り添い、相手

の苦難を軽減しようと望み、実際

そのように働く能動的な」愛を表

現します（本多峰子『悪と苦難の

問題へのイエスの答え――イエス

と神義論』同書 p.144）。
おそらく中国の故事に由来する

「断腸の思い」という表現もわた
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したちの理解を助けてくれるでし

ょう。この言葉の由来となる故事

は『世説新語』(せせつしんご)と

いう説話集の第二十八篇の「黜免

(ちゅつめん)篇」

の 中 に 出 て き ま

す。中国（当時の

晋）の武将桓温〔か

んおん、前312～3

73年。斉国第十五

代君主の桓公(在

位前685～643年)

の説もある〕が船

に乗って蜀に行く

途中で三峡という

所をを渡ったときに、従者が猿の

子を捕らえて船にのせました。そ

の子猿の母猿は悲しい声をあげて

泣き、岸に沿ってどこまでも追い

かけて百里以上もついてきてあき

らめようとせず、遂に船が岸に近

づいたとき、船に飛び乗りました。

しかし、その母猿は船に飛び移る

とすぐに息絶えてしまいました。

そしてその母猿の腹を割いてみた

ところ、母猿の腸はズタズタに断

ち切れていました。この話を聞い

た桓温は怒り、この従者を罷免し

ました。この故事から、「はらわ

たがちぎれるほどの耐えがたい悲

しみや苦しみ」を「断腸の思い」

と言うようになったのです。〔原

文 桓公入蜀、至三峽中。部伍中

有得猿子者。其母縁岸哀號、行百

餘里不去。遂跳上船、至便即絶。

破視其腹中、腸皆寸寸斷。公聞之

怒、命黜其人。〕

福音書に見られる〈スプランク

ニゾマイ〉という言葉を使ったイ

エス・キリストの描写は「人とな

られた神」の人の部分をよく表し

ています。神のもつ「断腸の思い」

を表現します。人間の悲しみや苦

しみを共有する神、共苦する神は

人の苦しみに思いを寄せられるの

です。人の苦しみに「断腸の思い」

を持つ神は、自らも叫び祈るので

す。ヘブライ人への手紙５章７節。

「ヘブル 5:7 キリストは、肉に

おいて生きておられたとき、激し

い叫び声をあげ、涙を流しながら、

御自分を死から救う力のある方

に、祈りと願いとをささげ、その

畏れ敬う態度のゆえに聞き入れら

れました。」キリストは断腸の思

いと無縁の方ではないのです。

父親は、強い憐れみの情に突き

動かされて走り出しました。古代

パレスチナでは、大の大人が走る

ことは品位を欠く行為と見なされ
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ていました（NIB『ルカ福音書』

391）。父親にとって、今はそん

なことはどうでも良いことなので

す。父親の心の中には、これまで

に味わった断腸の苦しみを癒やし

て余りある喜びが、今、あふれつ

つあったのです。走り寄らずには

いられなかったのです。

息子は、我に返った時に自分自

身に語りかけたように、こう言い

ました。２１節。「息子は言った。

『お父さん、わたしは天に対して

も、またお父さんに対しても罪を

犯しました。もう（あなたの）息

子 と呼 ば れ る資 格 はあ り ませ

ん』。」そこまでで、彼の父には十

分でした。弟息子は「かつての私

は、あなたの息子として至りませ

んでした。しかし、これから頑張

ります。チャンスをください」と

言ったのではありません。自分の

中にはまだ息子として生きる可能

性があると思い、それを父に見て

欲しいと願

っている訳

ではないの

です。彼の

中 に は 何 の

可 能 性 も な

い の で す 。

そ の こ と を

彼は我に返ることで、そして自分

の父の所に帰ることで、そして父

に抱き締められ、接吻されること

で知ったのです。死んだ者には何

の可能性もありません。死ぬとは、

そういうことなのです。

父が息子に知って欲しかったこ

とは、そのことだと思います。自

分の中には、子として生きる資格

など全くない。自分は、父親がそ

の生涯をかけて築いた財産を湯水

のように使い尽くすことにおいて

た父を殺し、そのことにおいて子

としての自分の命を殺してしまっ

たのです――父親が弟に分与した

財産を表す原語(bivo")には生命と

いう意味があります。人間は失わ

れた存在であること、そのことを

知る。人間が知るべきことは、そ

のことなのではないかと思いま

す。息子がそのことを知った。知

ったが故に帰って来た。だから父
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親はこう言います。２２－２３節。

「15:22 しかし、父親は僕たちに

言った。『急いでいちばん良い服

を持って来て、この子に着せ、手

に指輪をはめてやり、足に履物を

履かせなさい。15:23 それから、

肥えた子牛を連れて来て屠りなさ

い。食べて祝おう。」僕たちに最

上級のもてなしを準備するように

命じつつ、そして父親はこう言う

のです。２４節。「この（わたし

の）息子は、死んでいたのに生き

返り、いなくなっていたのに見つ

かったからだ。」

１５章の３つのたとえ話は、「失

われた者」を「捜し求める神」を、

三重のイメージで強調します。(失

った羊を)捜している羊飼い、（失

った銀貨を）捜している女、(失

った息子を)待っている父親。す

べて捜し求める神の姿を描きま

す。ところで、羊を失った羊飼い

は羊を捜しに行きました、銀貨を

なくした女は家捜しをしました。

なのに何故、断腸の思いに駆られ

るほどの息子を愛する父親は、ど

うして息子を捜しに行かなかった

のでしょうか。この点が３つ目の

たとえ(放蕩息子のたとえ)の大切

なポイントになります。これは悔

い改めということと深く関係して

きます。まず、(1)人間は動物（羊）

や無機物（コイン）とは違います。

人間は精神を持っています。見つ

ければそれでよしという物ではな

いのです。もし父親が、(2)捜し

に行ったとしら息子は戻ってきた

でしょうか。状況によりますが、

おそらく戻ってこないでしょう。

つまり悔い改めとは個人が行う方

向転換であって、意志的な決断な

のです。決断は小さなものであっ

ても、扇の先は広がるように、決

定的な意味を持つのです。「待つ

こと」それは、父親が自分に課し

た一線だったのです。息子に「走

り寄る」父親の姿に、父親は「捜

す」気持ちで「待っていた」こと

が理解できるので

す。

エレミアスとい

う新約学者はこう

言いました。「悔

い改めは、再び「ア

ッバ」〔父よ〕と言うことを学び、

天の父に自分の全信頼を置き、父

の腕と父の家に戻ることを意味す

る 」（ Jeremias, New Testamet
Theology, [trans. John Bowden]
p.156）。告白文学の最高峰と呼ば
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れ る 『 告 白 』

と い う 作 品 の

中 で ア ウ グ ス

テ ィ ヌ ス は 神

に 向 か っ て こ

う告白します。

「 あ な た は 私

たちを、ご自身にむけてお造りに

なりました。ですから私たちの心

は、あなたのうちに憩うまで、安

らぎを得ることができないので

す」（『告白』1.1.1）。

新しい一週間も神さまと共に歩

んでまいりましょう。祈りましょ

う。

2019.7.14 日本基督教団千歳丘教会
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15:20…ところが、まだ遠く離れ

ていたのに、父親は息子を見つけ

て、憐れに思い、走り寄って首を

抱き、接吻した。15:21 息子は言

った。『お父さん、わたしは天に

対しても、またお父さんに対して

も罪を犯しました。もう息子と呼

ばれる資格はありません。』 15:2

2 しかし、父親は僕たちに言った。

『急いでいちばん良い服を持って

来て、この子に着せ、手に指輪を

はめてやり、足に履物を履かせな

さい。15:23 それから、肥えた子

牛を連れて来て屠りなさい。食べ

て祝おう。15:24 この息子は、死

んでいたのに生き返り、いなくな

っていたのに見つかったからだ。』

そして、祝宴を始めた。

15:20 … … e[ti de; aujtou' makra;n

ajpevconto" ei\den aujto;n oJ path;r

aujtou' kai; ejsplagcnivsqh kai; dramw;n

ejpevpesen ejpi; to;n travchlon aujtou'

kai; katefivlhsen aujtovn.

15:21 eide; oJ uiJo;" aujtw'/, Pavter,

h{marton eij" to;n oujrano;n kai; ejnwvpiovn

sou, oujkevti eijmi; a[xio" klhqh'nai uiJov"

sou.

15:22 ei\pen de; oJ path;r pro;" tou;"

douvlou" aujtou', Tacu; ejxenevgkate

stolh;n th;n prwvthn kai; ejnduvsate

aujtovn, kai; dovte daktuvlion eij" th;n

cei'ra aujtou' kai; uJpodhvmata eij" tou;"

povda",

15:23 kai; fevrete to;n movscon to;n

siteutovn, quvsate, kai; fagovnte"

eujfranqw'men,

15:24 o{ti ou|to" oJ uiJov" mou nekro;" h\n

kai; ajnevzhsen, h\n ajpolwlw;" kai;

euJrevqh. kai; h[rxanto eujfraivnesqai.


